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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第48回

自
治
体
病
院
と 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

に
対
し
て
、
自
治
体
病
院
は
第
１
波
の
始
ま
り
か

ら
、
未
知
の
感
染
症
の
患
者
を
受
け
る
恐
怖
、
突
然

重
症
化
し
死
亡
す
る
患
者
、
手
探
り
の
治
療
法
な
ど

に
悩
み
つ
つ
、
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
第
１
波
の
ピ
ー
ク
に
な
る
と
、
増
大
す
る
患
者

に
対
す
る
ベ
ッ
ド
の
不
足
、
多
数
の
人
手
が
必
要
と

な
る
患
者
対
応
、
マ
ス
ク
や
防
護
服
、
消
毒
液
な
ど

の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
自
治
体
病
院
の
使
命

と
し
て
患
者
を
受
け
入
れ
た
。

　

第
１
波
が
収
ま
っ
た
直
後
の
２
０
２
０
年
６
月
９

日
に
行
わ
れ
た
、
第
２
０
１
回
国
会
厚
生
労
働
委
員

会
に
お
い
て
、
吉
田
学
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
は

「
Ｇ
─Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
医
療

機
関
等
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
ま
す
と
、
全

病
院
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
受
け
入
れ
医
療
機
関
、
実
績

が
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
は
、
Ｇ
─Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
登
録
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
報
告
医
療
機
関
６
９
２
２
の
う
ち

９
２
２
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
公
立
・
公
的
医
療

機
関
と
し
て
私
ど
も
が
把
握
を
し
て
い
る
も
の
が

６
３
７
医
療
機
関
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

（
筆
者
注
：
報
告
医
療
機
関
の
69
％
を
占
め
る
）」
と

い
う
旨
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

　

図
表
１
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
、
第
３
波

の
始
ま
る
前
で
あ
る
２
０
２
０
年
10
月
７
日
か
ら
、

第
３
波
の
新
規
感
染
者
数
の
ピ
ー
ク
に
近
い
２
０
２
１

年
１
月
６
日
ま
で
の
公
立（
自
治
体
）、
公
的
等
、
民

間
病
院
別
の
新
型
コ
ロ
ナ
入
院
患
者
数
の
推
移
の
グ

ラ
フ
で
あ
る
。
１
月
６
日
時
点
の
自
治
体
病
院
の
患

者
受
け
入
れ
数
は
３
６
６
８
人
で
、
総
受
け
入
れ
数

１
万
１
４
４
６
人
の
う
ち
約
32
％
に
達
す
る
。
さ
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
自
治
体
病
院
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸

厚生労働省「医療機関の新型コロナウイルス感染症患者の受入状況等について（補足資料）」
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図表１　�公立・公的等・民間病院別日別新型コロナ入院患者数の推移

図表2　�公立・公的等・民間病院別人工呼吸器等使用新型コロナ患者数の推移
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に
、
図
表
２
の
病
院
別
の
人
工
呼
吸
器
等
使
用
患
者

数
（
重
症
患
者
に
対
応
す
る
）
の
推
移
の
グ
ラ
フ
で

は
、
同
日
の
自
治
体
病
院
の
受
け
入
れ
数
は
３
１
５

人
で
、
総
受
け
入
れ
数
５
６
４
人
の
う
ち
約
56
％
に

達
し
て
い
る
。
全
国
の
病
院
数
に
占
め
る
自
治
体
病

院
の
数
は
11
・
１
％
、
病
床
数
に
占
め
る
自
治
体
病

院
の
病
床
数
は
14
・
４
％
（
２
０
１
９
年
医
療
施
設

調
査
）
に
過
ぎ
ず
、
自
治
体
病
院
が
積
極
的
に
重
症

者
を
含
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で 

患
者
を
受
け
入
れ
た
の
か

　

自
治
体
病
院
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
た
の
か
。
全
国

自
治
体
病
院
協
議
会
の
会
員
病
院
へ
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
２
０
２
０
年
６
月
17
日
〜
30
日
）
に
よ

る
と
、
多
く
の
自
治
体
病
院
が
病
棟
の
閉
鎖
・
削
減

を
し
て
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
図
表
３
は
病
棟

閉
鎖
・
削
減
の
実
施
状
況
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
患
者

受
け
入
れ
の
た
め
に
病
棟
閉
鎖
・
削
減
を
実
施
し
た

病
院
が
１
４
１
院（
30
・
３
％
）、
受
け
入
れ
準
備
の
た

め
病
棟
閉
鎖
・
削
減
し
た
と
こ
ろ
が
51
院（
11
・０
％
）、

合
わ
せ
て
１
９
２
院
（
41
・
３
％
）
が
病
棟
閉
鎖
・
削

減
を
行
っ
た
。
病
床
規
模
別
に
見
る
と
、
５
０
０
床

以
上
が
54
院
（
77
・
２
％
）
で
最
も
高
く
、
次
い
で

４
０
０
床
台
が
31
院（
67
・４
％
）と
続
き
、
病
床
規
模

に
比
例
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
１
０
０
床
台
で
も

30
院（
27
・
５
％
）が
病
棟
閉
鎖
・
削
減
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
へ
の
対
応
は
手
間

が
か
か
り
、
大
量
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
必
要
と
す

る
。
既
存
病
棟
を
閉
鎖
し
、
閉
鎖
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
ス
タ
ッ
フ
で
、
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病

棟
・
病
床
を
作
り
、
患
者
の
受
け
入
れ
を
す
る
こ
と

は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
方
、
病
棟
を

閉
鎖
す
る
と
い
う
こ
と
は
通
常
の
患
者
の
受
け
入
れ

を
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
受
け
入
れ
で
、

自
治
体
病
院
を
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
化
す
る
方
法
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
対
応
に
専
念
さ
せ
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な

る
。
効
果
的
な
手
法
で
は
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

職
員
の
意
に
反
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
大
量
退
職
す
る
リ
ス
ク
が

存
在
す
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
最
も
重
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
新
興
感
染
症
は
、

い
ざ
と
な
れ
ば
病
床
そ
の
も
の
は
プ
レ
ハ
ブ
で
も
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
重
要
な
こ
と
は
マ
ン
パ

ワ
ー
で
あ
る
。
人
手
が
い
な
け
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
新
興
感
染
症
に
対
応
で
き
な
い
。
非

常
時
へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
、
あ
る
程
度
の
余
裕
を

持
っ
た
人
員
配
置
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
自
治

体
の
人
事
担
当
課
の
考
え
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で

の
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
自
治
体
病
院
も
多
い
。

病
院
事
業
の
場
合
、
職
員
の
雇
用
に
よ
り
医
療
提
供

能
力
を
上
げ
、
収
益
の
改
善
を
実
現
で
き
る
と
い
う

面
が
あ
る
。
弾
力
的
な
職
員
定
数
増
に
よ
る
職
員
採

用
が
必
要
と
考
え
る
。
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筆者プロフィール

99床以下

100床台

200床台

300床台

400床台

500床以上

※ 無回答は除外している

精神科病院

受入のため
病棟閉鎖・削減あり

受入準備のため
病棟閉鎖・削減あり

病棟閉鎖・削減
なし

全 体

一般病院

【 種類・病床規模別 】 回答
病院数

全国自治体病院協議会第3回アンケート
「COVID-19流行時における自治体病院の対応と今後のあり方」

図表3　�新型コロナウイルス入院患者受入のための病棟
閉鎖・削減の実施状況


